
１．重要な会計方針

　（１）有価証券の評価基準及び評価方針
　　　該当資産なし
　（２）棚卸資産の評価基準及び評価方針
　　　棚卸資産の評価方法は、最終仕入原価法に基づく原価法によっている。
　（３）固定資産の減価償却方法
　　　建物、構築物、機械及び装置、車両運搬具、器具及び備品、ソフトウエア　－　定額法
      有形リース資産　－　リース期間定額法
　（４）引当金の計上基準
　　　・退職給付引当金－一般財団法人　北海道民間社会福祉事業職員共済会の実施す

　　　　　る退職共済制度に加入している職員に係る掛金納付額のうち
　　　　　法人の負担額に相当する金額を計上している。

　　　・賞与引当金　　－職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち
　　　　　当期に帰属する額を計上している。

　　　・徴収不能引当金－債権の徴収不能による損失に備えるため、徴収することが不
　　　　　　　　　　　　可能な債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能
　　　　　　　　　　　　見込額を計上している。
　（５）消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。
　（６）リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引
　　　引き続き通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。

２．採用する退職給付制度

　（１）社会福祉施設職員等退職手当共済制度
　　　　独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に
　　　加入している。
　（２）民間退職共済制度
　　　　一般財団法人 北海道民間社会福祉事業職員共済会の実施する退職共済制度に
　　　加入している。

３．拠点が作成する計算書類とサービス区分
　当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりとなっている。
　（１）和光学園拠点区分計算書類（会計基準省令第1号第4様式、第2号第4様式、第3号第4様式）
　（２）拠点区分資金収支明細書（別紙3(⑩)）
　　　ア　施設入所支援
　　　イ　生活介護
　　　ウ　短期入所
　　　エ　日中一時支援
　（３）拠点区分事業活動明細書（別紙3(⑪)）
　　　ア　施設入所支援
　　　イ　生活介護
　　　ウ　短期入所
　　　エ　日中一時支援
　　　　

４．基本財産の増減の内容及び金額

　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
建物 428,218,002 3,693,600 32,665,055 399,246,547

合計 428,218,002 3,693,600 32,665,055 399,246,547

５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

     その他の固定資産－車両運搬具（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ）を除却したことに伴い、国庫補助金
　　等特別積立金を1円取崩した。

計算書類に関する注記（和光学園拠点区分用）



６．担保に供している資産

　　該当なし

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。
取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 913,504,388 514,257,841 399,246,547
建物 2,490,000 1,628,253 861,747
構築物 111,484,275 100,194,289 11,289,986
機械及び装置 9,024,337 8,097,157 927,180
車両運搬具 420,000 419,999 1
器具及び備品 16,707,545 13,376,452 3,331,093
有形リース資産 5,987,520 641,520 5,346,000
権利 76,440 0 76,440
ソフトウエア 759,600 714,239 45,361

合計 1,060,454,105 639,329,750 421,124,355

８．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　該当なし

９．重要な後発事象

　　該当なし

１０．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び
　　　純資産の状態を明らかにするために必要な事項

　　該当なし


